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(57)【要約】
　方法は、消費者の頭皮湿分含量の測定を提供する。よ
り具体的には、本発明は、（ａ）前記消費者から、該消
費者の毛髪及び頭皮の状態と関連付けられた複数の特性
に関する入力情報を収集する工程、（ｂ）該頭皮湿分含
量を測定する湿分計を提供する工程、（ｃ）該湿分計を
使用して、該消費者の頭部から少なくとも２つの測定湿
分含量値を得る工程、（ｄ）工程（ａ）で収集した該入
力情報及び工程（ｃ）で得た該測定湿分含量値を使用し
て、該消費者の該毛髪及び頭皮の健康を改善するのに有
効であろう該消費者向けの少なくとも１つの該ヘアケア
製品を推奨する工程、及び（ｅ）該消費者に、少なくと
も１つの該ヘアケア製品に関する情報を提供し、それに
よって該消費者が、消費者の毛髪及び頭皮に最適な健康
を提供する少なくとも１つの該ヘアケア製品を使用でき
るようにする工程を含む方法を対象とする。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　消費者の頭皮湿分含量を測定する方法であって、
　ａ）該消費者から、該消費者の頭皮状態と関連付けられた複数の特性に関する入力情報
を収集する工程、
　ｂ）該頭皮湿分含量を測定する湿分計を提供する工程、
　ｃ）該湿分計を使用して、該消費者の頭皮上のある位置から少なくとも１つの測定湿分
含量値を得る工程、
　ｄ）該入力情報及び少なくとも１つの該測定湿分含量値を使用して、該消費者向けの少
なくとも１つのヘアケア製品を特定する工程、及び
　ｅ）該消費者に、少なくとも１つの該ヘアケア製品の利用に関する情報を提供する工程
を含む方法。
【請求項２】
　少なくとも１つのヘアケア製品を推奨する前記工程が、自動データ分析を包含する、請
求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記自動データ分析がソフトウェアを使用して実行される、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記入力情報が、質問手段によって該消費者から得られる、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記質問手段が小売店における面談である、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記湿分計がインピーダンスセンサを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記頭皮以外の位置における第２の測定湿分含量値を得る工程を更に含む、請求項１に
記載の方法。
【請求項８】
　第１の測定湿分含量値を第２の測定湿分含量値と比較して、測定湿分含量差を得る工程
、及び、該測定湿分含量差を前記頭皮の頭皮湿分値に相関させる工程を更に含む、請求項
７に記載の方法。
【請求項９】
　少なくとも１つの前記ヘアケア製品が、シャンプー、コンディショナー、オイル、着色
剤、及びスタイリング組成物から成る群から選択される、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　少なくとも１つのヘアケア製品に関する前記情報が、書面によって前記消費者に提供さ
れる、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　少なくとも１つのヘアケア製品に関する前記情報が、推奨される少なくとも１つの該ヘ
アケア製品を描写するグラフィカルインターフェースを用いて前記消費者に提供される、
請求項２に記載の方法。
【請求項１２】
　前記グラフィカルインターフェースが、コンピュータ画面、テレビモニタ、光放射表示
装置、及び印刷物から成る群から選択される画像化装置に出力される、請求項１１に記載
の方法。
【請求項１３】
　皮膚状態を改善するための少なくとも１つの所望の利益に対するパーソナルケアレジメ
ンを消費者に提供する方法であって、
　ａ）皮膚湿分含量を測定する手段を提供する工程、
　ｂ）皮膚湿分含量を測定する該手段を使用して、該消費者から少なくとも２つの測定湿
分含量値を得る工程、
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　ｃ）該湿分含量値を使用して、該消費者向けのパーソナルケアレジメンを作り出す工程
、及び
　ｄ）該パーソナルケアレジメンを該消費者に提供し、それによって該消費者が、該消費
者の該皮膚に最適な健康を提供するような形で、パーソナルケアレジメンを使用できるよ
うにする工程を含む方法。
【請求項１４】
　前記パーソナルケアレジメンが、前記消費者が消費者の皮膚の健康を改善するのに有効
であろう、少なくとも１つのパーソナルケア製品を推奨することを含む、請求項１３に記
載の方法。
【請求項１５】
　前記工程が小売店で実行される、請求項１３に記載の方法。
【請求項１６】
　前記パーソナルケア製品が、スキンケア製品、ヘアケア製品、乳児用ケア製品、及び成
人用ケア製品から成る群から選択される、請求項１３に記載の方法。
【請求項１７】
　前記工程（ｂ）が、環境と平衡である対照領域から第１の測定湿分含量値と、試験領域
上のある位置における第２の測定湿分含量値とを得る工程を含む、請求項１３に記載の方
法。
【請求項１８】
　第１の測定湿分含量値を第２の測定湿分含量値と比較して、測定湿分含量差を得る工程
、及び、該測定湿分含量差を前記皮膚の皮膚湿分値に相関させる工程を更に含む、請求項
１７に記載の方法。
【請求項１９】
　小売店において消費者の頭皮湿分含量を測定する方法であって、
　ａ）消費者からの該消費者のヘアケアの好みに関する入力情報を要求する工程であって
、該情報の該要求が質問手段によって達成される工程、
　ｂ）湿分計を使用して、該頭皮以外のある位置における少なくとも１つの測定湿分含量
値と、該頭皮上のある位置における少なくとも１つの測定湿分含量値とを得る工程、
　ｃ）該湿分含量値を分析して、該頭皮の頭皮湿分値を得る工程、
　ｄ）該消費者に、該頭皮湿分値に関する情報を提供する工程、及び
　ｅ）該消費者に、頭皮状態を改善する少なくとも１つの製品を推奨する工程を含む方法
。
【請求項２０】
　前記頭皮の場所以外の領域が、額の皮膚、頬、あご、耳、及び腕から成る群から選択さ
れる、請求項１９に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一般に、パーソナルケアレジメンを消費者に提供する方法に関する。本発明
はまた、消費者の皮膚湿分含量を測定する方法に関する。本発明の別の態様は、小売店で
消費者の頭皮湿分含量を測定する方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　皮膚は、多数の外因性因子及び内因性因子による損傷を受けやすい。外因性因子として
は、紫外線（例えば、日光への曝露による）、環境汚染、風、熱又は赤外線（ＩＲ）、低
湿度、刺激の強い界面活性剤、研磨剤などが挙げられる。内因性因子としては、経年的老
化、及び他の皮膚内部からの生化学的変化が挙げられる。これらの因子は、外因性であれ
内因性であれ、皺や他の形態の粗さ（増大した孔径、フレーク化、及び皮膚の小皺を包含
する）などの皮膚の老化及び環境的損傷の目に見える徴候、並びに皮膚の老化又は皮膚の
損傷に関連した他の組織構造の変化を生じさせる。それに加えて、角質層の水分含量は、
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皮膚の見た目、柔軟性、質感、及び乾燥度に対して、更には皮膚内部への、また皮膚を通
る薬剤及び他の分子の吸収度に対して甚大な影響を有する。角質層は、表皮の最も外側の
層であり、皮膚の表面を含む。
【０００３】
　皮膚に処理を施す方法は、一般に、様々な適切な処理の少なくとも１つを適用すること
を伴う。そのような処理は、皮膚又は頭皮に特定の所望の物理的又は美容的特性を提供す
る、或いはそれらの特性を回復するように選択されてもよい。しかしながら、適切な処理
が選択されなければ、所望の物理的又は美容的特性が得られないことがある。
【０００４】
　頭皮などの皮膚に処理を施す場合、処理剤は、一般に、シャンプー、コンディショナー
、着色剤、スタイリング組成物などを包含する。これらの頭皮処理剤のメーカーは、１つ
のタイプ又は銘柄の頭皮処理剤の複数の種類を提供することがあり、その際、複数の種類
はそれぞれ、特定の消費者区分に特徴的であり、且つ個々の消費者区分の間で一般に見出
される頭皮の物理的又は美容的差異に基づくであろう必要性又は要求を対象とするように
特別に設計される。例えば、単一の銘柄のシャンプーは、フレークを処理するように設計
された第１バージョンと乾燥を処理するように設計された第２バージョンとを提供するこ
とができ、両方ともふけに関連する条件である。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、消費者が頭皮ケア銘柄の複数の種類の中から頭皮処理剤を選択するとい
う課題に直面したとき、消費者は、消費者が求める特性を提供するように設計されていな
い種類を知らずに選択してしまうことがある。そのような場合、消費者は、頭皮ケア銘柄
の選択した種類による結果に不満を持つことがある。消費者が不満を持った結果として、
同じ頭皮ケア銘柄の別の種類が、消費者が求める頭皮及び／又は毛髪の特性を提供し得る
場合であっても、消費者はそれ以降、その頭皮ケア銘柄のいずれの種類も選択しようとし
ないことがある。そのような状況が生じると、結果として、メーカーにとって特定の頭皮
ケア銘柄の売上が不必要に減少することに結び付き得る。
【０００６】
　更に、小売店での購買環境は人間味を欠く傾向がある。消費者は、基本的に自分一人で
、自身の必要性と好みに最も適した適切なスキンケア又はヘアケア処理剤を選別するに任
せられる。販売員が、消費者が処理剤を選択するのを手助けするか、或いは助言するのに
応じられるとしても、販売員の手助けと助言は、消費者及び消費者の処理剤に対する必要
性について、限定された且つ／又は主観的な認識に基づいている。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　これまで、湿分含量を測定する方法が、皮膚の湿分レベルを判断するために開発されて
おり、それらの方法は、抵抗及び静電容量を測定して所望の指標を得ることを包含する様
々な技術に依存してきた。しかしながら、これらの装置はいずれも、湿分測定システムと
ヘアケア製品の製品ラインを組み合わせることによって、購買体験と一体化されたもので
はない。
【０００８】
　一実施形態では、本発明は、消費者の頭皮湿分含量を測定する方法を対象とする。この
方法は、（ａ）消費者から、消費者の頭皮状態と関連付けられた複数の特性に関する入力
情報を収集する工程、（ｂ）頭皮湿分含量を測定する湿分計を提供する工程、
（ｃ）湿分計を使用して、消費者の頭皮から少なくとも１つの測定湿分含量値を得る工程
、（ｄ）入力情報及び少なくとも１つの測定湿分含量値を使用して、消費者向けの少なく
とも１つのヘアケア製品を特定する工程、及び、（ｅ）消費者に、少なくとも１つのヘア
ケア製品の利用に関する情報を提供する工程を含む。
【０００９】
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　別の実施形態では、本発明は、皮膚状態を改善するための少なくとも１つの所望の利益
に対するパーソナルケアレジメンを消費者に提供する方法を対象とする。この方法は、（
ａ）皮膚湿分含量を測定する手段を提供する工程、（ｂ）皮膚湿分含量を測定する手段を
使用して、消費者から少なくとも２つの測定湿分含量値を得る工程、（ｃ）湿分含量値を
使用して、消費者向けのパーソナルケアレジメンを作り出す工程、及び、（ｄ）パーソナ
ルケアレジメンを消費者に提供し、それによって消費者が、消費者の皮膚に最適な健康を
提供するような形で、パーソナルケアレジメンを使用できるようにする工程を含む。
【００１０】
　更に別の実施形態では、本発明は、小売店において消費者の頭皮湿分含量を測定する方
法を対象とする。この方法は、（ａ）消費者からの消費者のヘアケアの好みに関する入力
情報を要求する工程であって、情報の要求が質問手段によって達成される工程、（ｂ）湿
分計を使用して、頭皮以外のある位置における少なくとも１つの測定湿分含量値と、頭皮
上のある位置における少なくとも１つの測定湿分含量値とを得る工程、（ｃ）湿分含量値
を分析して、頭皮の頭皮湿分値を得る工程、（ｄ）消費者に、頭皮湿分値に関する情報を
提供する工程、及び、（ｅ）消費者に、頭皮の健康を改善する少なくとも１つの製品を推
奨する工程を含む。
【００１１】
　本発明のこれら及び他の特徴、態様、及び利点は、本開示を読むことにより、当業者に
は明らかになるであろう。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　本明細書で使用する時、用語「皮膚」は、例えば、顔、首、胸、背中、腕、手、脚、及
び頭皮の外被を包含する、哺乳類の身体の外被を形成する膜状組織を指す。
　本明細書で使用する時、「湿分含量」は、皮膚中に存在する水分の割合を指す。
　本明細書で使用する時、「対照領域」は、環境に晒されており、測定するのに便利な皮
膚の領域を指す。
　本明細書で使用する時、「試験領域」は、消費者がその領域に使用するのに適切な皮膚
処理剤を選択するため、消費者が試験することを望む皮膚の領域を指す。
【００１３】
　本発明によれば、頭皮の湿分含量を測定する方法、及びパーソナルケアレジメンを消費
者に提供する方法が記載される。頭皮を包含する皮膚中の湿分含量の決定は、皮膚の様々
な物理的及び美容的特性を定量化するために使用される。例えば、湿分含量が低い頭皮は
不健康であり、フレーク、乾燥、つっぱり、かゆみ、及び／又は発赤／炎症を包含するふ
けの徴候を示すことがある。皮膚の水和は、身体内から環境への連続的な湿分の流動をも
たらすその正常な生物活性に応じて変わる。皮膚のバリア機能を改善することにより、皮
膚の水和がより多くなり、湿分の損失がより少なくなる。その結果、皮膚の物理的及び美
容的特性は、例えば、皮膚を正常な状態に回復し、そのバリア機能を改善する処理によっ
て改善されることがある。バリア機能が改善されることによって、結果として、更に、環
境的、物理的、化学的、又は生物学的損傷から皮膚が保護され、皮膚の健康が全体的に改
善されることになる。
【００１４】
　ここで図１を参照すると、消費者の頭皮湿分含量を測定する方法１００は、ウェルカム
画面である工程１１０、消費者から入力情報を得る工程１２０、消費者に頭皮の健康に関
する情報を提供する工程１３０、読み取る工程１４０、入力情報及び湿分含量値を分析す
る工程１５０、消費者に結果を提示する工程１６０、及び消費者に製品を推奨する工程１
７０を含む。工程１１０～１７０はそれぞれ、方法１００を実行する目的で、消費者に情
報を与え、且つ消費者から情報を受け取ることを意図したスクリーンショットによって表
されてもよい。これらのスクリーンショットは、コンピュータ画面、テレビモニタ、光放
射表示装置（例えば、ＰＤＡ）、及び印刷物を挙げることができるがそれらに限定されな
い画像化装置上に表示されてもよい。
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【００１５】
　一実施形態では、頭皮湿分含量測定方法１００は、ローション、クリーム、ゲル、トニ
ック、アフターシェーブ、スティック、スプレー、軟膏、ペースト、粉末、ムース、シャ
ンプー、コンディショナー、オイル、着色剤、並びに生物医学的及び皮膚科学的処理剤の
形態の、ヘアケア製品、パーソナルケア製品、並びに美容ケア製品を分析し推奨する目的
で、自動データ分析を実行することが可能なコンピュータシステムの助けにより小売店で
実施される。
【００１６】
　生物医学的及び皮膚科学的処理の非限定例としては、処方スキンケア処理、レーザー治
療、ケミカルピール、皮膚剥離、電気刺激、ボトックス治療、外科的治療、並びに角質除
去用（exfoliating）パッド及び布が挙げられる。
【００１７】
　一例では、自動データ分析はソフトウェアを使用して実行されてもよい。既製のソフト
ウェアが使用されてもよい。別の例では、ソフトウェアは、特定のシステム及び／又はユ
ーザの具体的な必要性を満たすように修正されてもよい。本明細書で使用する時、「小売
店」は、恐らくは個人的に若しくは家庭で使用するために購入する意図をもって、消費者
が足を運んで商品及びサービスを吟味する、販売用の品目を揃えた若しくは販売用の標準
的なサービスを備えた商店を包含する。そのような小売購買環境の例としては、デパート
、ショッピングモール、ショッピングセンター、屋外市場、キオスク、ドラッグストア、
大型小売店、専門店、食料雑貨品店、美容院、及びコンビニエンスストアが挙げられるが
、それらに限定されない。典型的には、消費者は、それらの小売購買環境の通常の営業時
間の間、自由に行き来してもよい。しかしながら、当業者であれば、本発明の範囲から逸
脱することなく、他の様々な場所で方法が使用されてもよいことを容易に理解するであろ
う。例えば、方法は、美容院、理髪店、診療所、皮膚科、家庭、臨床研究施設、病院、研
究所、及び公共区域で使用することができる。
【００１８】
　本発明の一実施形態では、工程１１０は、システム及び関連するヘアケア製品、例えば
ＨＥＡＤ＆ＳＨＯＵＬＤＥＲＳ（登録商標）製品を特定するウェルカム画面を含む。
【００１９】
　やはり図１を参照すると、工程１２０は、入力情報を消費者から収集する工程を示す。
一実施形態では、入力情報は、質問手段によって、即ち消費者が質問に回答することによ
って、消費者から収集されてもよく、質問は、口頭若しくは書面で、又はコンピュータ端
末若しくは他の画像化装置を介してなど電子的に、消費者に対して行われる。質問手段は
、面談者が口頭で消費者に質問するもの、例えば店内での面談、消費者が書面による質問
に対して回答を書き込む書面での質問表、又はコンピュータ画面若しくは他の画像化装置
上で消費者が見て、キーボードをタイプする、応答画面に触れる、回答を声に出すなどに
よって消費者が質問に回答を提示する電子的質問表であってもよい。別の実施形態では、
情報は、インターネットを経由した対話型サイトを使用して、消費者から収集されてもよ
い。質問に対する消費者の応答は、次に、消費者に適切なヘアケア製品を推奨するのを助
けるのに使用されてもよい。これらの質問は、例えば、ヘアケア習慣、ヘアケア製品の用
途の好み、皮膚及び頭皮の過敏性、皮膚及び頭皮についての問題及び懸念、並びにヘアケ
アについての疑問を包含する、複数の毛髪及び頭皮の特性及び／又は好みに焦点を当てて
もよい。
【００２０】
　図２及び３を参照すると、頭皮湿分含量測定方法１００は工程１２０を含む。全体とし
て消費者に対する質問の形態の文言が図示されている。「あなたにとって次の利益のうち
どれが最も重要ですか？」「洗ったときに冷たいピリピリする刺激を感じるのは好きです
か？」「現在特定の銘柄のヘアケア製品を使用していますか？」など。工程１２０の意図
するものは、適切なヘアケアの推奨を作成するのを助けることを目的とするものである。
この情報を消費者から収集するために選択される正確な形式及び語句表現は、所望の情報
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を収集するために地方の習慣、パーソナルケア特性、例えば皮膚、毛髪、及び頭皮につい
て消費者が話題にする際の快適度、並びに世界の異なる地域で使用されるであろう用語に
関連する意味に応じて異なってもよい。本発明の方法は、方法論又は信条を尋ねるいずれ
のタイプの質問にも限定されるべきではないことを更に理解されたい。
【００２１】
　図４及び５を参照すると、頭皮湿分含量測定方法１００は、工程１３０、即ち、頭皮の
健康、例えば頭皮の保湿及びふけの徴候に関する教育的情報を、消費者に提供する工程を
更に含んでもよい。次に図４を参照すると、消費者は、頭皮を保湿する重要性に関する内
容を見る。全体として、図４に図示されているのは、そこから延びる毛嚢を包含するヒト
の頭皮の一部分をクローズアップした、又は拡大した図である。この図には、頭皮の適切
な保湿を確保する必要性についてユーザの注意を喚起する、警告又は注意としての文言が
包含されてもよい。次に図５を参照すると、消費者はふけの徴候に関する内容を見る。全
体として、図５には、そこから延びる毛嚢を包含するヒトの頭皮の一部分をクローズアッ
プした、又は拡大した図が図示される。この図には、例えば、「フレーク、乾燥、つっぱ
り、かゆみ、発赤、炎症、それ以外」などの特定のふけの状態の症状があるかを消費者に
尋ねる文言が包含されてもよい。当業者であれば、ふけの状態を表すあらゆる語句が本発
明に使用されてもよいことを容易に理解するであろう。
【００２２】
　図６及び７を参照すると、頭皮湿分含量測定方法１００は、工程１４０、即ち、頭皮湿
分含量を測定する湿分計を使用して、消費者の頭皮上のある位置から少なくとも１つの湿
分含量値を取る／得る工程を含む。全体として、図６及び７に図示されているのは、額及
び頭皮部分を包含する消費者の頭部をクローズアップした、又は拡大した図である。これ
らの図には、消費者／店内の相談員に測定を行うように指示する誘導メッセージとしての
文言が包含されてもよい。工程１４０は、消費者自身によって実行されてもよく、或いは
別の、例えば美容相談員又はヘアケア相談員が消費者に対して実行してもよい。一実施形
態では、湿分計は、「皮膚の湿分含量を示す方法及び装置（Method and Device for Indi
cating Moisture Content of Skin）」という名称の米国特許出願（２００５年９月２日
出願、代理人整理番号１０１２１Ｐ）に記載されているような、インピーダンスセンサを
含む電子装置であってもよい。一実施形態では、消費者は、２つの測定湿分含量値、例え
ば、消費者の頭皮以外のある位置における第１の測定湿分含量値及び頭皮上のある位置に
おける第２の測定湿分含量値を取る／得るように促される。一例では、頭皮以外の位置と
しては、例えば、額の皮膚、頬、顎、耳、及び腕を挙げることができる。少なくとも第２
の測定湿分値については、頭皮上の様々な位置でいくつかのそのような測定値を作成する
ことができる。一例では、頭皮上の様々な位置における１以上の追加の測定湿分含量値を
得るため、頭皮湿分含量を測定する湿分計が使用される。それぞれの測定湿分含量値が取
得されると、値は、好適な形で、例えば湿分計のＬＥＤ表示部に表示される。一例では、
測定湿分含量値はプログラム可能な集積回路に格納される。
【００２３】
　工程１２０～１４０に記載したように、入力情報及び測定湿分含量値を消費者から収集
した後、頭皮湿分含量測定方法１００は、工程１５０に示されるように、この情報及び対
応する値を分析する。図８を参照すると、収集された入力情報及び測定湿分含量値が分析
され、例えば、第１の測定湿分含量値が第２の測定湿分含量値と比較されて、測定湿分含
量差が得られる。全体として図示されるのは、分析が実行されていることを消費者に知ら
せる文言である。一例では、頭皮以外の位置の頭皮湿分含量値（ｍ１）が頭皮上の位置の
頭皮湿分含量値（ｍ２）と比較されて、測定湿分含量差（ｍ２－ｍ１）又は（ｍ１－ｍ２
）が得られる。一実施形態では、湿分計は、ケーブルを介して、従来のＰＣ又はラップト
ップコンピュータなどの処理システムに電気的に連結される。別の実施形態では、湿分計
はプログラム可能な集積回路に電気的に連結される。更に別の実施形態では、湿分計は無
線でコンピュータに電気的に連結される。処理システムは、湿分計が生成した測定湿分含
量値を測定湿分含量差に変換する働きをする。別の実施形態では、測定湿分含量差は、式
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（ｍ２－ｍ１）又は（ｍ１－ｍ２）を使用して手動で決定されてもよい。
【００２４】
　頭皮上の位置で追加の頭皮湿分値が得られた場合、それらの値は全て互いに比較され、
次に、最も値が大きい、若しくは最も値が小さい、又は平均の測定値が、頭皮以外の位置
の湿分含量値と比較される。この比較の結果は測定湿分含量差プロファイルである。一実
施形態では、約０ＭＨｚ～約０．０５ＭＨｚの測定値差は健康な頭皮状態（高湿分レベル
）を表し、約０．０５ＭＨｚ～約０．５ＭＨｚの測定値差は中程度の頭皮状態（中間湿分
レベル）を表し、また、約０．５ＭＨｚを超える測定値差は不健康な頭皮状態（低湿分レ
ベル）を表す。
【００２５】
　やはり図８を参照すると、湿分含量差は頭皮湿分値に相関される。一実施形態では、上
述した処理システムは、表Ｉに示されるように、周波数差を頭皮湿分値に変換する働きを
する。
【００２６】

【表１】

【００２７】
　一実施形態では、頭皮湿分値は約０～約９９であり、別の実施形態では約５～約９５で
ある。そのような値は、頭皮以外の位置と頭皮上の位置との測定値の相対差に基づく。そ
のようにして、頭皮はそれ自体の対照の役割を果たす。頭皮湿分値はまた、「健康（Ｈ）
」、「中程度（Ｍ）」、及び「乾燥（Ｄ）」などの用語によって表されてもよいが、頭皮
湿分レベルの量の増加又は減少を示すあらゆる語句又は番号付けされた尺度が本発明に使
用されてもよい。
【００２８】
　図９及び１０を参照すると、頭皮湿分含量測定方法１００は、工程１６０、即ち、頭皮
湿分含量測定の結果を消費者に与える工程を更に含んでもよい。次に図９を参照すると、
消費者は、「典型的な頭皮」の湿分含量に関する内容を見る。全体として、図９に図示さ
れるのは、色付きの水が、頭皮湿分レベルに相当する特定のレベルまで計量びんに注がれ
ているところである。この図には、低レベルから高レベルまでの湿分レベルの範囲を示す
文言が包含されてもよい。図１０を参照すると、消費者は、自分自身の頭皮湿分含量レベ
ル及び頭皮湿分の可能性に関する内容を見る。全体として、図１０に図示されるのは、色
付きの水が、消費者の頭皮湿分レベルに相当する特定のレベルまで計量びんに注がれてい
るところである。この図には、低レベルから高レベルまでの湿分値の範囲を示す文言が包
含されてもよい。
【００２９】
　上述したように、消費者からの入力情報及び測定湿分含量値を分析した後、頭皮湿分含
量測定方法１００の工程１７０は、少なくとも１つのヘアケア製品の推奨を求め、それに
よって、毛髪及び頭皮の健康を改善するのに有効であろうヘアケア製品を特定するフィー
ドバック情報を消費者に提供する。図１１を参照すると、消費者は、消費者に対する特定
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のヘアケア製品の推奨に関する内容を見る。全体として、ヘアケア製品、例えばＨＥＡＤ
＆ＳＨＯＵＬＤＥＲＳ（登録商標）エクストラ・ボリューム・シャンプーの描写が図示さ
れる。一例では、製品の推奨は、例えば、書面、印刷物、又は画像化装置に出力されるグ
ラフィカルインターフェースの形態で、消費者に提供されてもよい。別の例では、製品の
推奨は、美容相談員又はヘアケア相談員によるカウンセリング面談によって、消費者に提
供されてもよい。代表的なヘアケア製品としては、シャンプー、コンディショナー、オイ
ル、着色剤、及びスタイリング組成物を挙げることができるが、それらに限定されない。
【００３０】
　本発明の工程１７０は、１超過のヘアケア製品を消費者に推奨する工程を更に含んでも
よい。例えば、工程１２０～１５０は、消費者が乾燥した頭皮を有することを示すことが
あり、その結果、１つのヘアケア製品が推奨される。別の例では、工程１２０～１５０は
、消費者が健康な頭皮を有することを示すことがある。その結果、複合的な推奨がなされ
てもよく、例えば、消費者の健康な状態を維持する助けとなるヘアケア製品が、頭皮の懸
念が将来生じた場合にそれを処理する助けとなるであろうヘアケア製品と共に推奨される
。
【００３１】
　本発明の様々な実施形態は、例えば、コンピュータシステムを操作して一連の機械可読
命令を実行することによって実施されてもよい。これらの命令は、ハードドライブ、フラ
ッシュカード、携帯型メモリチップ、及びメインメモリなどの、様々なタイプの信号搬送
媒体内に存在してもよい。これに関して、本発明の別の態様は、中央演算処理装置（ＣＰ
Ｕ）などのデジタルデータプロセッサによって実行して方法工程を実行することが可能な
機械可読命令のプログラムを具体化する、信号搬送媒体を含むプログラム製品に関する。
機械可読命令は、当該技術分野において既知の多数のプログラム言語（例えば、Ｖｉｓｕ
ａｌ　Ｂａｓｉｃ、Ｃ、Ｃ＋＋など）のいずれかを含んでもよい。
【００３２】
　ＣＰＵは、例えば、ペンティアム（登録商標）の２００　ｍｅｇａ　ｈｅｒｔｚ　ｐｌ
ｕｓであってもよい。しかしながら、本発明はいずれかの型のプロセッサに限定されず、
また、本発明は、コプロセッサ又は補助プロセッサなどの、他の何らかのタイプのプロセ
ッサを使用して実践されてもよいことを理解されたい。大容量記憶装置（ハードディスク
ドライブなど）をコンピュータシステムに接続するため、補助記憶装置アダプタが使用さ
れてもよい。プログラムは、必ずしも全て同時にコンピュータシステム上に存在しなくて
もよい。実際には、この後者のシナリオは、コンピュータシステムがネットワークコンピ
ュータであり、したがって、サーバ上に存在する機構又は機構の部分にアクセスするため
のオンデマンド輸送機構に依存している場合に該当すると思われる。表示装置／画像化装
置をコンピュータシステムに直接接続するため、表示装置アダプタが使用されてもよい。
コンピュータシステムを他のコンピュータシステムに接続するため、ネットワークアダプ
タが使用されてもよい。
【００３３】
　本発明を十分に機能的なコンピュータシステムとの関連において記載してきたが、本発
明の機構は様々な形態のプログラム製品として流通させることができ、また、その流通を
実際に実施するために使用される特定のタイプの信号搬送媒体に関わらず、本発明が等し
く適用されることを、当業者であれば理解するであろうということに留意することが重要
である。信号搬送媒体の例としては、フロッピー（登録商標）ディスク、ハードディスク
ドライブ、及びＣＤ　ＲＯＭなどの記録可能なタイプの媒体、並びにデジタル及びアナロ
グ通信リンク、無線装置などの伝送タイプの媒体が挙げられる。
【００３４】
　別の実施形態では、本発明は、パーソナルケアレジメンを消費者に提供する方法であっ
て、（ａ）皮膚湿分含量を測定する手段を提供する工程、（ｂ）皮膚湿分含量を測定する
該手段を使用して、該消費者から少なくとも２つの測定湿分含量値を得る工程、（ｃ）工
程（ｂ）で得られた該湿分含量値を使用して、該消費者向けのパーソナルケアレジメンを
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作り出す工程、及び（ｄ）該パーソナルケアレジメンを該消費者に提供し、それによって
該消費者が、該消費者の該皮膚に最適な健康を提供するような形で、該パーソナルケアレ
ジメンを使用できるようにする工程を含む方法を対象とする。一例では、本発明の方法は
小売店で実行される。
【００３５】
　一実施形態では、皮膚湿分含量を測定するいずれかの好適な手段が使用されてもよい。
例えば、上述したような、インピーダンスセンサを含む電子装置を使用して、皮膚の湿分
含量を測定することができる。更に他の実施形態では、皮膚の湿分を測定する好適な手段
としては、高周波、赤外線、核磁気共鳴、機械的振動、皮膚の変形、イオン導入、トポロ
ジー、摩擦、経皮水分損失（ＴＥＷＬ）、光学及び熱放散も挙げられる。皮膚湿分含量を
測定する手段は、次に、消費者から少なくとも２つの測定湿分含量値を得るために使用さ
れる。一例では、消費者の湿分含量の測定は、皮膚上の少なくとも２つの領域、即ち環境
と平衡している対照領域と試験領域に対して行われる。一例では、対照領域としては、顔
、首、耳、腕、手、脚、足、腹、背中、及び鼠径部を挙げることができ、一方、試験領域
としては、例えば、顔、首、胸、背中、腕、手、足、脚、及び頭皮を挙げることができる
。ただし、試験領域上の様々な位置におけるいくつかのそのような測定値を生成すること
ができる。一例では、皮膚湿分含量を測定する手段は、試験領域における１以上の追加の
測定湿分含量値を得るために使用される。それぞれの測定湿分含量値が測定手段によって
取得されると、上述したような好適な形で表示される。
【００３６】
　次に、少なくとも２つの測定湿分含量値は、測定湿分含量差を得るため互いに比較され
る。例えば、対照領域の湿分含量値（ｍ１）が試験領域の湿分含量値（ｍ２）と比較され
て、測定湿分含量差（ｍ２－ｍ１）又は（ｍ１－ｍ２）が得られる。一実施形態では、測
定手段は、ケーブルを介して、従来のＰＣ又はラップトップコンピュータなどの処理シス
テムに電気的に連結される。別の実施形態では、測定手段はプログラム可能な集積回路に
電気的に連結される。更に別の実施形態では、測定手段は無線でコンピュータに電気的に
連結される。処理システムは、測定手段によって生成された測定湿分含量値を測定湿分含
量差に変換する働きをする。別の実施形態では、測定湿分含量差は、式（ｍ２－ｍ１）又
は（ｍ１－ｍ２）を使用して手動で決定されてもよい。
【００３７】
　追加の試験領域湿分値が得られた場合、それらの値は全て互いに比較され、次に、最も
値が大きい、若しくは最も値が小さい、又は平均の測定値が、対照領域の湿分含量値と比
較される。この比較の結果は測定湿分含量差プロファイルである。一実施形態では、約０
ＭＨｚ～約０．０５ＭＨｚの測定値差は健康な皮膚状態（高湿分レベル）を表し、約０．
０５ＭＨｚ～約０．５ＭＨｚの測定値差は中程度の皮膚状態（中間湿分レベル）を表し、
約０．５ＭＨｚを超える測定値差は不健康な皮膚状態（低湿分レベル）を表す。
【００３８】
　次に、湿分含量差は、頭皮湿分値に関して上述したのと同じやり方で皮膚湿分値に相関
される。この皮膚湿分値は、次に、消費者向けのパーソナルケアレジメンを作り出すのを
助けるために使用される。一例では、パーソナルケアレジメンとしては、消費者の皮膚の
健康、ふけ、フレーク化、乾燥、つっぱり、かゆみ、炎症、及び発赤を改善するのに有効
であろう、少なくとも１つのパーソナルケア製品を推奨することが挙げられる。代表的な
パーソナルケア製品としては、保湿剤、乾燥肌用ローション、抗発疹製品、かゆみ止め製
品などのスキンケア製品／装置、シャンプー、コンディショナー、リーブオントリートメ
ント、スタイリング助剤などのヘアケア製品／装置、おむつ、おむつかぶれ用ローション
、乾燥肌用ローション、かゆみ止めローションなどの乳児用ケア製品／装置、成人用失禁
パッドなどの成人用ケア製品／装置を挙げることができるが、それらに限定されない。
【実施例】
【００３９】
　以下の実施例は、単に例示目的で示されるものであり、本発明を限定するものとして解
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釈されるべきではなく、本発明の趣旨及び範囲から逸脱することなく本発明の多数の変形
が可能である。
【００４０】
　実施例１頭皮湿分含量及びふけ
　頭皮の湿分含量とふけの間の相関を決定するため、上述したようなインピーダンスセン
サを含む電子装置を使用して、消費者の頭皮湿分含量を測定した。各消費者の頭皮湿分含
量は次のように決定した。額から１つの測定値（reading）を取り、頭皮から２つの測定
値（reading）を取った。次に、測定湿分含量値を、装置によって測定湿分含量差に変換
した。それに加えて、各消費者を粘着性頭皮フレーク化スコア（Adherent Scalp Flaking
 Score）（「ＡＳＦＳ」）に割り当てた。各消費者のＡＳＦＳは、資格のある評価者によ
って消費者の頭皮の八分円を検査させ、次にフレークの等級をその八分円に割り当てるこ
とによって決定した。代表的な結果を以下の表ＩＩに示す。
【００４１】
【表２】

【００４２】
　実施例２消費者の頭皮湿分含量を測定する方法
　本発明の一実施形態では、消費者は、ヘアケア製品を購入するため小売店に入る。買物
の間、消費者は、美容相談員又はヘアケア相談員に迎えられ、毛髪及び頭皮の健康状態及
び／又は好みについての何らかの個人情報を提供するように求められる。消費者は、コン
ピュータ端末のところに座るように案内され、そこで、例えば、最も重要な利益、洗髪す
る際に冷たいピリピリする刺激を感じるのが好きか嫌いか、並びに現在使用しているヘア
ケア製品の銘柄に関する質問表の質問を見て、それらを記入する。消費者は、複数の可能
な回答の１つを選択することによって質問に回答する。次に、消費者は、頭皮の保湿の重
要性及びふけの徴候に関する情報を見る。次に、頭皮の湿分含量の客観的な測定値を得る
ため、湿分計を使用して消費者の頭皮が試験される。第１の測定値（reading）が消費者
の額から取られる。次に、第２の測定値（reading）が頭皮から取られる。各測定値（rea
ding）からの測定値を個人情報と共に使用して、消費者個人の必要性及び状態に基づいて
消費者に適切なヘアケア製品が推奨される。次に、この情報は、美容相談員又はヘアケア
相談員によって、コンピュータ画面上の製品の画像の形態で消費者に提供される。美容相
談員又はヘアケア相談員が製品の推奨についての詳細を消費者に提供するとき、美容相談
員又はヘアケア相談員は、消費者に、消費者自身の個人的な必要性に対する冊子又は他の
教育的情報も提供してもよい。消費者の毛髪及び頭皮の健康を改善するために消費者に推
奨される製品は、消費者が小売店で購入することが可能である。
【００４３】
　「発明を実施するための最良の形態」で引用された全ての文献は、関連部分において参
考として本明細書に組み込まれるが、いずれの文献の引用も、それが本発明に対する先行
技術であることを容認するものと解釈されるべきではない。
【００４４】
　本発明の特定の実施形態を例示し説明してきたが、本発明の趣旨及び範囲から逸脱する
ことなく、他の様々な変更及び修正を実施できることが当業者には明白であろう。したが
って、本発明の範囲内にあるそのようなすべての変更及び修正を添付の特許請求の範囲で
扱うものとする。
【００４５】
　本明細書は、本発明を特定して指摘し明確に請求する特許請求の範囲をもって結論とす
るが、本発明は、以下の説明を添付図面と併せ読むことによって更に良く理解されるもの



(12) JP 2009-506418 A 2009.2.12

10

20

と考えられる。
【図面の簡単な説明】
【００４６】
【図１】本発明の一実施形態による、消費者の頭皮湿分含量を測定するプロセスのフロー
チャート。
【図２】使用されてもよい、且つ図１のブロック１２０の一例である画面のスクリーンシ
ョット。
【図３】使用されてもよい、且つ図１のブロック１２０の一例である画面のスクリーンシ
ョット。
【図４】使用されてもよい、且つ図１のブロック１３０の一例である画面のスクリーンシ
ョット。
【図５】使用されてもよい、且つ図１のブロック１３０の一例である画面のスクリーンシ
ョット。
【図６】使用されてもよい、且つ図１のブロック１４０の一例である画面のスクリーンシ
ョット。
【図７】使用されてもよい、且つ図１のブロック１４０の一例である画面のスクリーンシ
ョット。
【図８】使用されてもよい、且つ図１のブロック１５０の一例である画面のスクリーンシ
ョット。
【図９】使用されてもよい、且つ図１のブロック１６０の一例である画面のスクリーンシ
ョット。
【図１０】使用されてもよい、且つ図１のブロック１６０の一例である画面のスクリーン
ショット。
【図１１】使用されてもよい、且つ図１のブロック１７０の一例である画面のスクリーン
ショット。
【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【国際調査報告】
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